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同じ立場になること

《み手のなかで》

司祭　金　大原
  （キム・デウォン）

　
私
に
は
、
今
も
と
き
た
ま
訪
ね
、
人
生
の
助
言

を
受
け
る
一
人
の
師
匠
が
い
ま
す
。
こ
の
先
生
の

お
話
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
頭
が
い
い
こ
と
は
心
が
い
い
こ
と
に
、
心
が

い
い
こ
と
は
手
が
い
い
こ
と
に
、
手
が
い
い
こ
と

は
足
が
い
い
こ
と
に
及
ば
な
い
。
観

察
よ
り
は
愛
情
が
、
愛
情
よ
り
は
実

践
的
な
連
帯
が
、
実
践
的
な
連
帯
よ

り
は
同
じ
立
場
に
な
る
こ
と
が
も
っ

と
重
要
だ
。
そ
れ
こ
そ
関
係
の
最
高

の
形
だ
」
。
ど
れ
だ
け
意
味
深
い
お

話
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
先
生
は
、
次

の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
た
と
え
話
も

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
あ
る
友
達
が
傘
も
持
た
ず
に
雨

に
当
た
っ
て
い
る
。
何
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
の
友
達
を
慰
め
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
。
雨
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
傘
を
持
っ
て
い

っ
て
や
る
こ
と
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
自
分
の
傘

を
す
ぼ
め
、
一
緒
に
雨
に
当
た
り
な
が
ら
歩
い
て

や
る
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
こ
の
友
達
と
同
じ
立
場

に
な
っ
て
や
る
こ
と
だ
」
。
皆
が
「
立
場
を
変
え

て
考
え
る
こ
と
」
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
こ
の
先

生
は
「
同
じ
立
場
に
な
る
こ
と
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
も
こ
れ

と
同
様
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
栄
光

あ
る
権
利
を
放
棄
し
、
こ
の
世
に
人
間

の
立
場
に
な
っ
て
来
ら
れ
た
イ
エ
ス
の

よ
う
に
、
宣
教
の
対
象
者
の
立
場
に
立

つ
こ
と
か
ら
宣
教
は
始
ま
り
ま
す
。
相

手
の
立
場
を
無
視
し
た
宣
教
は
、
や
や

も
す
れ
ば
暴
力
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
キ
リ
ス
ト
教
は
長
い
歴
史
の
中
で

た
び
た
び
そ
の
よ
う
な
失
敗
を
し
て
き

ま
し
た
。

　
私
は
今
も
こ
の
教
え
を
尊
く
思
い
、
肝
に
銘
じ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
ど
ん
な
立
場
に
立
っ
て
い
る

の
か
を
振
り
返
り
な
が
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
）
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　３（日）聖霊降臨後第３主日

主教巡回　

東京聖テモテ教会

　４（月）ハラスメント防止委

員会

　６（水）エルサレム協働：女

性部会

聖職養成委員会

　８（金）広報委員会

１０（日）聖霊降臨後第４主日

主教巡回

　渋谷聖ミカエル教

会

１２（火）銀座朝祷会

礼拝音楽：聖歌キャ

ンプ打合せ

１４（木）常置委員会

財政委員会

教財務サービス委員

会

１５（金）教役者会幹事会

今週・来週の予定

７月３日～１６日

◇
７
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
海
の
主
日
　(

７
月
第
２
主
日
７
・

10
）
▽
ア
ジ
ア
学
院
の
働
き
の
た
め

▽
聖
公
会
八
王
子
幼
稚
園
の
た
め
▽

女
性
の
家
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
た
め
▽
滝
乃

川
学
園
の
た
め

　
▽
立
教
大
学
教
会
音
楽
研
究
所
レ

ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
～
詩
編
に
よ

る
祈
り
Ⅰ
「
苦
し
む
も
の
が
主
に
叫

ぶ
と
神
は
聞
き
」
　
15
日
（
金
）
17

時
半
、
立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
。

講
師
＝
上
田
亜
樹
子
、
オ
ル
ガ
ン
＝

﨑
山
裕
子
、
指
揮
＝
ス
コ
ッ
ト
・
シ

ョ
ウ
、
奉
唱
＝
同
礼
拝
堂
聖
歌
隊
。

無
料
、
照
会
℡
03
（
３
９
８
５
）
２

７
８
６
・
同
研
究
所
。
　

　
▽
７
月
聖
路
加
国
際
病
院
礼
拝
堂

《
夕
の
祈
り
》
　
６
日(

水)
 

18
時

半
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
引
き
続
き
19

時
か
ら
。
演
奏
者
＝
川
越
聡
子
。
入

場
無
料 (

会
場
献
金)

。

　
▽
７
月
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
・
オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト  

＊
聖
パ
ウ
ロ
＝
８
日

(

金)

、
国
分
桃
代
　
＊
聖
テ
モ
テ
＝
19

日(

火)

、
松
原
千
春
・
土
澤
裕
子
（
フ

ル
ー
ト
）
　
＊
神
田
キ
リ
ス
ト
＝
20
日

(

水)

、
小
野
田
美
奈
　
各
々
12
時
20
分

か
ら
30
分
程
度
、
入
場
無
料
。

　
▽
一
羊
会
～
人
権
を
守
る
集
ま
り

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
作
ら

れ
る
自
白
｜
志
布
志
の
悲
劇
」
を
観

て
意
見
交
流
。
９
日(

土)

10
時
半
、

東
京
聖
三
一
教
会
。
照
会
℡
０
４
２

（
３
９
３
）
２
２
５
６
・
森
田
。

　
▽
難
キ
連
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
～
ル
シ
ア
塩
満
ア
ル
パ
ト
リ
オ
　

９
日
（
土
）
14
時
、
日
本
福
音
ル
ー

テ
ル
社
団
ジ
ェ
ラ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
１
階
。
２
千
円
（
国
内
難
民
支

援
活
動
の
た
め)

。
照
会
℡
03(

３
２

０
７)

７
８
０
１
・
同
事
務
局
。

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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常
置
委
員
会
報
告
（
６
月
21
日
）

＊
14
～
16
日
被
災
地
訪
問
と
祈
り
の

た
め
に
仙
台
で
主
教
会
、
７
月
13
日

に
管
区
事
務
所
で
臨
時
主
教
会
を
開

催
、
成
成
鍾
司
祭
・
朴
美
賢
司
祭
の

釜
山
教
区
か
ら
の
移
籍
（
４
月
１
日

付
）
、
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
派
遣

期
間
（
最
長
３
年
３
期
）
を
確
認
、

聖
公
会
平
和
会
議
（
沖
縄
）
を
延

期
、
聖
保
連
大
会
を
延
期
し
12
年
に

東
京
で
開
催
、
７
月
23
日
臨
時
教
区

会
開
催
な
ど
主
教
報
告
。

＊
ヤ
コ
ブ
八
代
崇
主
教
の
感
謝
記
念

礼
拝
と
ヤ
コ
ブ
文
庫
の
終
了
、
小
笠

原
聖
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
主
教
巡
回
は
12

月
４
日
、
浅
草
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
に
関

す
る
課
題
へ
の
取
組
、
高
橋
宏
幸
司

祭
は
香
蘭
女
学
校
校
宅
へ
転
居
、
財

務
諸
表
、
関
係
幼
稚
園
の
決
算
確
認

中
な
ど
、
主
教
チ
ャ
プ
レ
ン
・
各
主

事
等
の
報
告
を
了
承
。
卓
志
雄
司
祭

か
ら
宣
教
主
事
就
任
挨
拶
。

＊
６
月
14
日
震
災
支
援
対
策
本
部
会

議
に
お
い
て
ア
ジ
ア
学
院
へ
の
支
援

に
つ
き
協
議
、
諸
聖
徒
教
会
将
来
計

画
に
つ
い
て
な
ど
、
委
員
報
告
。

＊
第
１
１
６
（
臨
時
）
教
区
会
議
案

な
ど
協
議
。

＊
そ
の
他
　

信
仰
と
生
活
委
員
会
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
月
17
日
）

＊
宣
教
主
事
・
各
委
員
会
・
教
会
グ

ル
ー
プ
等
報
告
。

＊
臨
席
の
大
畑
主
教
よ
り
当
委
員
会

へ
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

＊
６
月
４
日
に
実
施
さ
れ
た
「
こ
ど

も
の
聖
歌
を
歌
う
会
」
の
振
り
返
り

と
今
後
に
つ
い
て
協
議
。

＊
中
高
生
キ
ャ
ン
プ
の
ス
タ
ッ
フ
募

集
・
参
加
者
募
集
チ
ラ
シ
の
作
成
な

ど
役
割
分
担
。

＊
卓
司
祭
の
宣
教
主
事
転
出
に
伴
う

後
任
の
委
員
に
つ
い
て
協
議
。

　
　
　

【
東
日
本
大
震
災
関
連
】
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

　
▽
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
教
会
　
７
月
10

日
（
日
）
14
時
半
、
同
教
会
。
出
演

＝
ア
リ
ル
イ
ヤ
合
唱
団
ほ
か
、
神
尾

昇
指
揮
に
よ
る
４
合
唱
団
。
無
料

（
会
場
献
金
）
。
照
会
℡
03
（
３
３
３

４
）
２
８
１
２
・
会
場
教
会
。

　
▽
ぶ
ど
う
の
い
え
～
七
色
の
霊
感
・

七
色
の
調
和
・
七
色
の
懸
け
橋
　
７

月
18
日
（
月
・
休
）
15
時
、
聖
ア
ン

デ
レ
教
会
。
出
演
＝
堀
江
真
理
子
と

仲
間
た
ち
。
入
場
料
＝
前
売
り
２
千

５
百
円
（
当
日
３
千
円
）
、
小
学
生

千
円
。
照
会
℡
03
（
５
３
９
５
）
９

１
２
８
・
事
務
局
・
鵜
飼
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
88

　
６
月
11
日
　
東
日
本
大
震
災

　
３
ヵ
月
記
念
聖
餐
式

　
東
北
教
区
主
教
座
聖
堂
仙
台
基
督

教
会
・
教
区
会
館
ビ
ン
ス
テ
ッ
ド
記

念
ホ
ー
ル
に
て
、
東
北
教
区
と
各
教

区
代
表
、
信
徒
と
関
係
者
約
１
７
５

人
が
集
ま
り
、
司
式
東
北
教
区
加
藤

博
道
主
教
、
共
同
司
式
北
関
東
教
区

廣
田
勝
一
主
教
、
涌
井
康
福
司
祭
を

式
典
長
と
す
る
東
北
教
区
聖
職
団
に

よ
り
記
念
聖
餐
式
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　
説
教
は
、
植
松
誠
首
座
主
教
で
、

「
３
月
11
日
で
、
生
活
は
大
き
く
変

わ
り
、
人
生
の
意
義
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

て
い
る
。
生
き
る
と
は
何
か
。
真
の

豊
か
さ
と
は
何
か
、
が
問
わ
れ
て
い

る
。
３
月
に
被
災
地
の
現
場
を
見
て

以
来
、
夢
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と

も
。
し
っ
か
り
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
、

東
北
教
区
の
た
め
に
祈
っ
て
い
る
。

　
今
年
東
北
教
区
は
、
１
２
０
周
年

に
あ
た
り
、
福
音
宣
教
の
将
来
が
語

ら
れ
て
い
た
。
今
、
こ
の
宣
教
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
新
た
な
意
味
付
け
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。
神
は
何
故
見
捨
て
ら

れ
こ
の
よ
う
な
苦
難
を
与
え
ら
れ
る

の
か
。
イ
エ
ス
は
、
絶
望
か
ら
復
活

と
い
う
希
望
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。

数
百
年
先
の
た
め
に
、
た
だ
た
だ
ガ

レ
キ
を
取
り
除
き
な
が
ら
、
世
界
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
祈
り
に
応
え
て
、
愛

と
信
頼
の
門
出
を
い
っ
し
ょ
に
し
て

行
こ
う
」
と
語
り
か
け
ら
れ
た
。

　
犠
牲
者
の
出
た
磯
山
聖
ヨ
ハ
ネ
教

会
（
東
北
教
区
の
研
修
所
や
キ
ャ
ン

プ
場
で
も
あ
っ
た
）
の
愛
唱
聖
歌
、

２
１
３
番
―
実
れ
る
田
の
面
は
、
そ

し
て
、
４
７
６
番
―
暗
闇
行
く
時
に

は
、
主
イ
エ
ス
が
示
さ
れ
た
、
輝
く

星
を
求
め
、
光
に
顔
向
け
よ
う
―
と

歌
っ
た
。
午
後
２
時
46
分
に
は
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
全
て
の
犠
牲
者
を

覚
え
、
黙
祷
を
捧
げ
た
。
続
い
て
、

亡
く
な
ら
れ
た
被
災
者
の
親
族
や
幼

児
・
幼
稚
園
関
係
者
も
含
め
、
各
教

区
か
ら
の
代
表
参
加
者
と
、
交
わ
り

の
ひ
と
と
き
を
共
に
し
た
。

　
「
い
っ
し
ょ
に
歩
こ
う
！
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
こ
の
日
、
全
教
区
一

体
に
統
合
・
強
化
さ
れ
て
、
ス
タ
ッ

フ
達
と
教
会
の
す
ぐ
近
く
の
「
仙
台

オ
フ
ィ
ス
」
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。

広
範
囲
の
働
き
に
、
東
京
教
区
支
援

対
策
本
部
は
、
物
資
・
人
的
支
援
を

将
来
の
方
向
性
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
果
た
し
て
ゆ
き
た
く
、
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
東
京
教
区
対
策
本
部
副
本
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　  

片 

岡 

大 

造

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


